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試みるという名前の競技
佐　藤　信一郎

1．オートバイトライアルという競技

今回，私がのめり込んでいる趣味であるオートバイ
トライアルという競技について乱文雑文ではあります
が，書かせていただきます。

元来は，オートバイの耐久性を試験するため，公道
や悪路を走破する性能を試験＝トライアルするための
ものでした。これがオートバイの性能が向上していく
に従い，走破する地形がより難度の高いものになり，
それに対してライダーのテクニックが求められるよう
になり…と先鋭化をしていき，ついにはライダーの性
能をトライアルする競技へとなっていきました。

競技の内容としては，岩や崖のような斜面あるいは
沢などを，足を地面に着いたりエンジンが止まったり
しないようオートバイで走り抜ける技術を競います。

勝敗の付け方としては，他のオートバイ競技と異な
り，周回路を走行して周回数・タイムを競うのではな
く，セクションと言われる短く区切られた区間を数回
挑戦し，その中での失敗の数（減点）をどれだけ減ら
せたか？を競います。

そう聞くと非常に高度で難しい競技のように聞こえ
てしまいますが，必ずしもそうではありません。

競技会では，参加者のレベルに応じたクラス分けを
し，簡単なクラスは簡単なラインを，難しいクラスは
難しいラインを走行します。

例えば初心者クラスは膝下くらいの段差を超えられ
るかを，上級者のクラスは 1m 以上の段差を超えられ
るかを競うというような形です。

そのため，自分の技量をある程度見極めて，無理な
走行をしなければそんなに危険なことにはなりにくい
競技です。

そこが魅力なのか，ご年配のライダーの方も多く，
例えば還暦を超えて全日本にチャレンジされているか
たもいらっしゃいます。

とはいえ，割と地味な競技であることも否めず，同
じオフロード競技のモトクロスなどと比べても規模が
小さいのは残念なところです…。

2．トライアル競技との出会い

そんな地味な競技をなぜ始めようとしたのかといい
ますと，元々，オートバイが好きで，大学の頃から乗
り続けていて，大学時代は休日があれば日帰り宿泊問
わずにツーリングに出かけていました。

オートバイが好きで，大学卒業後オートバイ関連の
会社に就職，そこでもツーリング等を楽しんでいまし
た。

リーマンショックなどを受けて業務内容が変わった
こと等々なんやかんやあり，現在の会社に転職するこ
とになり，それに伴って現在住んでいる土浦に引っ越
しをすることになりました。

オートバイにただ乗るだけじゃなく上手になりた
い，競技に参加してみたいと思っても参加出来ずじま
いだったのですが，環境の変化を好機にやってみるこ
ととしました。

そこで単に競技といっても色々ありますが，その中
で，趣味として続けるには続けやすいほうがいいだろ
う，コースが自宅から近い競技がいいだろうというこ
とでトライアルという競技を選択しました。

そんなひどい理由だったのですが，すごくハマって
しまい，休日があればほぼほぼ練習か試合！というプ
ライベートを過ごしています。

3．はじめてみて

コースを走ってみて，まあ…難しいなと思わされま
した。何しろツーリングしかしていなかったものです
からウィリーすら満足に出来ない状態でした。ウィ
リーが出来ないと何が困るかというと段差が超えられ
ない。そもそも，車輪のついた乗り物は車輪が地面に
接地しているもの！という認識が頭の何処かにあるの
で段差を登るのも降りるのも怖くて怖くて。

そんな中でも，続けられた理由の一つは，トップラ
イダーの走りのかっこよさです。

家の近くにある件のコースは，全日本大会を開催し
たこともあるコースだったので，トップライダーも練
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習に来ているため，その走りを近くで見る機会がよく
あります。

その走りの華麗でかっこいいこと！その走りの 1/100
でも手に入れたい，かっこよく走りたい，そう思わせ
てもらえたことが続いた秘訣です。

もう一つは練習仲間に恵まれたことです。前述の競
技の特性上，長い周回路ではなく短く区切った区間（セ
クション）を走行する競技のため，仲間内でお互いの
走りを見ることが出来るので仲間内で走りについて
あーでもないこーでもないと色々な手法を試みて良
かった・悪かったと語り合う。それがすごく楽しい。

4．地方戦

ただ練習が楽しい，仲間と乗るのが楽しいそれだけ
でも良かったのですが，仲間内の誘いも有り，公式戦
に挑戦する事になりました。

先述のようにお互いで話し合う事が出来る競技なの
で，そこでも仲間の輪が広がりました。

名前とどんな走りをするかはわかるけど，職業も住
んでる場所もわからない。それでも試合の場では挨拶
もするし，セクションの攻略についても話し合う。

そんな心地よい距離感の友人？も増えたことと，そ
れと普段走るのとは違うコースを走ることで色々な刺
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激を受け，それをホームコースに帰って練習に混ぜ込
み，結果を次の公式戦でどう実ったかを試みる。

このサイクルがすごく楽しく，試合の日程に合わせ
ることでプライベートにも張り合いとリズムが生ま
れ，どんどんのめり込んでいきました。

5．全日本

のめり込んでいるうちに，地方戦では何とか結果を
出して昇格することが出来，2023 年から全日本大会
に出場する権利を得ることが出来ました。

学生の頃に特に競技というものをやってこなかった
身としては全日本と名のつくものに挑戦することが出
来るとは夢にも思っていませんでした。

地方戦とはまた違う空気感，コース，難易度，また
地方によっては SUGO やもてぎなど，オンロードの
競技でも使用するような立派なコースでの試合もあ
り，緊張はまだすごくありますが，自分がどこまで出
来るのか試みると名前のついたトライアルという競技
を楽しんでいこうと思っています。


